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　９月 30日（土）霧島市姶良中央家畜市場にて、第 72回鹿児島県畜産共進会が開催さ
れました。
　昨年、全国和牛能力共進会が開催され、鹿児島県が実質日本一に輝きました。
　今年は４年振りに入場制限の無いなか開催された鹿児島県畜産共進会は大勢の観客で
賑わいました。
　各地区予選を勝ち抜いた牛が 59頭（若雌１区 24頭・若雌２区 17頭・父系群６組 18頭）
出品されました。地区別団体の部では、肝属地区は惜しくも２位の成績となりました。
　吾平・肝属地区代表で出品された、永山 祐輔さんのすずめ号が若雌１区で最優秀賞第
１席及び九州農政局長賞を受賞されました。
　吾平町管内からは 72回の歴史の中で、最優秀賞第１席・九州農政局長賞は初めての受
賞であり、吾平牛・肝属牛の名声を高め、今後の吾平町の畜産振興・発展に大きな夢と
希望を与えていただきました。
　永山 祐輔さんは、「緊張して周りが目に入らなかったのですが、父 克之さんと目が合っ
てほっとしました。応援団の声援が心に響きました。関係機関・ＪＡの皆さんに大変お
世話になりました。この成績にもう少し酔っていたいです。」と話してくださいました。

第72回鹿児島県畜産共進会（表紙）
吾平初 若雌１区 最優秀賞第１席 受賞
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10 月３日（火）鹿児島県ＪＡ会館 大ホールに
て、第 37 回ＪＡ鹿児島県青年大会が開催され、
県内より青年部盟友・関係者を含め、約 140 名
が参加しました。
大会では、ＪＡ青年部の活動にかかる発表や、

青年農業者の取り組み発表を通じて、青年部活動
の強化・発展をめざし、今後の地域社会づくりや
農業・農村の活性化へ向けて青年部が主体的に取
り組んでいくための意思統一を図ることを目的に開催されました。
当ＪＡ青年部美里会より 田中 健太郎さんが、「食の大事さと黒豚の未来について」

をテーマに青年の主張に出場し、「種付け・出産・肥育・出荷と一つ一つの過程が大
事で、鹿児島黒豚ブランドが生まれます。結果は優秀賞でしたが、盟友の方の青年
の主張を聴くことができ、すごく刺激を受けました。これまでの様々な方との出会
いや教え・経験を糧に、鹿児島黒豚を盛り上げるため、一生懸命頑張っていこうと
強く思いました。」と力強い決意の言葉をいただきました。

９月 12 日（火）ピーマン補助指導員並びに新規就農者等 11 名による意見交換会
が開催されました。
平成４年８月から、鹿屋市新規就農支援事業の研修制度を活用し、１年間の研修

を終えた４名が８月より新規就農しました。
ＪＡでは、新規就農者の自立にあたり不安解消と栽培技術の習得を図るために、

補助指導員制度を設けています。
今年は、大園 和幸さんと永山 裕太さん２名に委嘱され、補助指導員として１年間、

週に１回程度圃場の巡回により、農業技術や経営ノウハウ等を継承し、所得向上に
向けた指導をしていただきます。
畠添 組合長は、「ＪＡも行政と一体となり全面的にサポートしていきます。経験豊

富な実績のある補助指導員の的確なアドバイスに従い、技術の習得により経営安定
と所得増大を図ってください。」と激励のあいさつをしました。
その後、意見交換会が行われ、播種の時期や青色申告等について意見が出されま

した。

第 37回鹿児島県青年大会
次代を担う農業青年フォーラム

発表発表発表発発表発発表発発発発表発発表表表表発 ：田：：田：：田：：：田田田田田田田田田田：： 中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中健太健太健太健太健太太太健太太健太太太太太健太太太太健太太太太太郎さ郎さ郎さ郎さ郎さ郎さ郎さ郎さ郎ささ郎さささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん発表：田中 健太郎さん
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第
12
回
事
業
運
営
委
員
会

合
員
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
３
年
12
月
に
園
芸
振
興
会
、畜
産
振
興
会
の

方
々
を
対
象
に
、税
理
士
に
よ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
説
明

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、冊
子
の
作
成
・
配
布
も

行
い
ま
し
た
。米
、ピ
ー
マ
ン
、な
す
等
共
販
の
作
物

に
つ
き
ま
し
て
は
、農
協
特
例
と
い
う
特
例
措
置
が

あ
り
、当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。畜
産
関
係
に
つ
き
ま
し
て

は
、畜
産
農
家
の
方
で
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

に
登
録
さ
れ
た
方
、登
録
さ
れ
て
な
い
方
双
方
と
も

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、10
月
１
日

に
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
制
度
で
、ど
の
程
度
の
影

響
が
出
て
く
る
の
か
不
透
明
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。

規
模
の
小
さ
い
農
家
の
皆
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、

対
応
状
況
を
見
な
が
ら
、個
別
相
談
等
の
対
応
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

②
上
半
期
決
算
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
厳
し
い
結

果
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

な
か
で
、
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
は
肥
料
・
飼
料
等
、

１
０
０
％
系
統
利
用
を
し
て
い
る
の
か
。

【
回　

答
】

　

購
買
事
業
に
お
け
る
系
統
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｊ
Ａ
の
周
知
不
足
・
指
導
不
足
も
あ
り
、
す

べ
て
が
系
統
利
用
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
商
系

の
業
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
期
的
な
巡
回
で
現

場
に
出
向
き
、
現
場
の
声
を
聴
い
て
お
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
も
っ
と
出
向
く
購
買
・
販

売
を
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
系
統
利
用
率
は
上

が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
組
合
員
・
利
用
者
の

方
々
に
、
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
、
出
向
く
購
買
・
販
売
の

実
践
は
も
ち
ろ
ん
、
組
合
員
・
利
用
者
と
の
「
対

話
と
考
動
」
を
大
切
に
、
寄
り
添
っ
た
事
業
の
展

開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
自
己
改
革
の
重
点
取
組
の
組
合
員
の
収
入
拡

大
対
策
の
な
か
で
、
畜
産
の
親
牛
分
娩
間
隔
を

３
９
３
日
か
ら
３
８
５
日
と
掲
げ
て
い
る
。
分
娩

は
年
１
産
と
い
う
の
が
習
慣
で
あ
っ
た
が
、
１
年

以
内
の
分
娩
間
隔
で
な
い
理
由
は
何
か
。

【
回　

答
】

　

分
娩
間
隔
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
１
産
と
い
う

の
が
理
想
で
あ
り
、
目
標
と
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

す
が
、
現
状
、
３
９
３
日
と
い
う
の
が
吾
平
町
に

お
け
る
分
娩
間
隔
の
平
均
日
数
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
３
９
３
日
を
急
に
３
６
５
日
に
す
る
の
は
、

大
変
厳
し
い
目
標
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
通
過
点
と
し
ま
し
て
３
８
５
日
と
い
う
分
娩

間
隔
の
目
標
設
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
畜
産
振
興
会
等
の
研
修
会
・
講
習
会
を
開

催
し
な
が
ら
、
年
１
産
と
い
う
目
標
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
か
ら
の
意
見
の
聴
取
と
話
し
合
い
を
行

い
、
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

10
月
２
日
（
月
）
Ｊ
Ａ
２
階
会
議
室
に
て
第
12
回

事
業
運
営
委
員
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
①
令
和
５
年
度
上
半
期
決
算
状

況
に
つ
い
て
、
②
自
己
改
革
重
点
取
組
事
項
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
を
参
考

に
、
今
後
も
農
家
所
得
の
向
上
と
健
全
経
営
を

め
ざ
し
て
役
職
員
・
従
業
員
等
と
一
体
と
な
り

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
意
見
・
要
望
》

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、
作
物
ご
と
に
生

産
者
へ
の
説
明
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
部
会
に
も
所
属
し
て
い
な
い
小
さ
な
農

家
・
組
合
員
向
け
の
説
明
会
等
は
実
施
さ
れ
な
い

の
か
。

【
回　

答
】

　

Ｊ
Ａ
内
部
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、購
買
課
、給
油
所
、Ａ
コ
ー
プ
等
の
事
業

所
で
、Ｊ
Ａ
が
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
発
行

す
る
領
収
書
等
に
つ
い
て
様
式
を
変
更
し
て
お
り

ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
イ
ン
ボ
イ
ス
と
す
る
こ
と
で

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。農
家
・
組
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⑥
「
な
ぜ
Ａ
コ
ー
プ
に
買
い
物
に
行
か
な
い
の

か
？
」
と
聞
く
と
、
金
額
は
高
い
、
品
物
は
悪
い

と
い
っ
た
意
見
が
多
い
。
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
そ

う
い
っ
た
消
費
者
の
声
が
聞
こ
え
て
い
る
の
か
。

こ
の
吾
平
町
と
い
う
小
さ
な
町
で
非
常
に
貴
重
な

店
舗
で
あ
る
の
で
、
ど
う
か
存
続
で
き
る
よ
う
に

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回　

答
】

　

Ａ
コ
ー
プ
は
、
青
果
コ
ー
ナ
ー
の
品
質
、地
産

地
消
コ
ー
ナ
ー
の
品
数
、
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
の
価
格

や
品
質
等
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
様
々
な
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
経
営
改
善
に
つ
い
て
、
第

２
四
半
期
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
理
事
会
に
お
い
て
議

論
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
内
部
異
動
等
も
含
め
て
経
営
改
善
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
現
在
、使
用
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
精
肉
コ
ー
ナ
ー
の
冷
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
も
早
急
に
更
新
・
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
Ａ
コ
ー
プ
は
、
地
域
の
命
綱（
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
）で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
組
合
員
・
利
用
者

の
皆
さ
ん
も
さ
ら
な
る
ご
理
解
・
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

⑦
大
隅
縦
貫
道
が
開
通
し
た
場
合
、
購
買
店
舗
が

並
ぶ
通
り
は
裏
通
り
に
な
り
、
特
に
町
外
の
方
々

の
利
用
は
少
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
高
齢
化

で
人
口
も
減
少
し
て
い
る
状
況
を
考
え
る
と
、
町

外
の
方
は
非
常
に
貴
重
な
利
用
者
で
あ
る
と
思
う

が
、
町
外
の
利
用
者
は
ど
の
く
ら
い
か
把
握
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
大
隅
縦
貫
道
が
開
通
す
る
前

提
で
、
そ
う
い
っ
た
利
用
者
に
何
か
ア
プ
ロ
ー
チ

（
働
き
か
け
）を
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
回　

答
】

　

町
外
の
利
用
者
は
、
鹿
屋
市
近
隣
の
方
や
錦
江

町
・
南
大
隅
町
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
購
買

課
は
土
日
祝
日
も
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
土
日

祝
日
に
購
買
課
に
飼
料
等
を
買
い
に
来
店
さ
れ
、

Ａ
コ
ー
プ
で
買
い
物
を
し
、
給
油
所
で
給
油
後
に
、

帰
宅
さ
れ
る
と
い
う
非
常
に
あ
り
が
た
く
貴
重
な

利
用
者
の
方
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。
利
用
状
況
は
部

門
に
よ
っ
て
若
干
違
い
ま
す
が
、
大
体
３
割
く
ら

い
の
利
用
で
す
。
経
営
の
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、

町
外
利
用
者
の
方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
、

中
長
期
的
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑧
今
後
、
子
牛
価
格
の
低
迷
や
、
飼
料
価
格
・
燃

料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
資
金
不
足
で
助
け
を
求

め
る
農
家
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
ん
な
事
業
資
金
を
必
要
と
す
る
農
家
が
出
て
き

た
時
、
手
を
差
し
伸
べ
る
の
か
ど
う
か
、
組
織
と

し
て
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
局
面
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

【
回　

答
】

　

９
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
鹿
児
島
県
畜
産

共
進
会
に
て
、
応
援
・
視
察
に
来
て
い
た
だ
い
た
畜

④
分
娩
間
隔
の
３
８
５
日
と
い
う
目
標
設
定
は
理

解
し
た
が
、
吾
平
町
に
お
け
る
分
娩
間
隔
の
平
均

日
数
が
３
９
３
日
で
、
年
１
産
３
６
５
日
以
内
で

な
い
理
由
は
何
か
。

【
回　

答
】

　

毎
年
、
頭
数
調
査
の
際
に
、
農
家
の
方
々
そ
れ

ぞ
れ
の
経
営
体
系
、
分
娩
間
隔
、
事
故
率
等
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

技
術
指
導
・
経
営
指
導
を
行
っ
て
は
い
ま
す
が
、

３
９
３
日
と
い
う
平
均
日
数
に
な
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

⑤
Ａ
コ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
働
き
方
改
革
で
第
３

日
曜
日
が
定
休
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
第
３

日
曜
日
と
い
う
休
日
設
定
が
地
域
の
方
々
に
と
っ

て
ふ
さ
わ
し
い
日
な
の
か
。

【
回　

答
】

　

現
在
、定
休
日
と
い
う
こ
と
で
、Ａ
コ
ー
プ
・
第
１

給
油
所
は
８
月
・
12
月
を
除
く
第
３
日
曜
日
、オ
ー

ト
パ
ル
は
毎
月
第
３
日
曜
日
を
設
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

以
前
、Ａ
コ
ー
プ
は
８
億
円
の
売
上
が
あ
り
ま
し

た
が
、競
合
店
の
台
頭
や
人
口
減
少
等
に
よ
り
、現

在
は
４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。内
部
で
協
議
検
討

を
重
ね
る
な
か
で
、働
き
方
改
革
の
問
題
や
経
営
改

善
を
図
る
た
め
に
、売
上
の
少
な
い
日
曜
日
を
定
休

日
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
、理
事
会

の
承
認
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。
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＜単位：円＞

毎月、子牛せり市が開催される週の平日の５日間、母牛用飼料と一般ふすまの特売実施中！

子牛せり市
成 績

８月

子牛セリ

性　別 頭　数 平均体重 最　高 最　低 平均価格
め　す 32 274 556,000 165,000 439,844
去　勢 32 301 771,000 218,000 544,688
合　計 64 288 771,000 165,000 492,266

９月

子牛セリ

性　別 頭　数 平均体重 最　高 最　低 平均価格
め　す 32 282 612,000 134,000 383,250
去　勢 37 303 826,000 222,000 487,378
雄 1 220 890,000 890,000 890,000
合　計 70 292 890,000 134,000 445,529

ピーマン
　定植が終わり、誘引・収穫が随時始まっています。今年は、新規就農者４名の方も本格的にも
スタートしました。補助指導員のアドバイスなどを受け頑張っています。また、環境保全型農環境保全境環境保環 全型農型農型
業の一環である天敵防除もスタートしていきます。本年度も「安心・安全」で良質なピーマン質なピーーマン
の収穫に励んでいきます。
なす
　９月 13日に定植は終わり、９月 19日から収穫がスタートしています。　
　今年は、５名の生産者で面積 1.6ha の作付けとなっています。
　来年の６月まで安定した出荷ができるよう栽培管理に努めます。
かぼちゃ
　８月中旬から９月上旬にかけてかぼちゃの播種が行われました。気候に恵まれ、順調に生育れ、順調順、順順調に生育調に生育調に生育に生育に生に生生
しており、交配が終わり追肥作業に入っています。病害虫も増えてくるため、適期防除に努め適期防除除に努め除に努め除に努めに努ににに努め努努努
ていきます

令和５年産早期水稲の検査出荷が９月６日（水）で終了しました令和５年産早期水稲の検査出荷が９月６日（水）で終了しました。
　検査実実実実実績は績は績は績は績は績は績は、1、1、1、1、1、19,9,9,9,999 44444 2 俵2俵2俵22俵俵で、でででで １等等等等等等米比米比米比米比米比米比米比率 1率 1率 1率 1率率 5.555 6％％％％％、２等米比率比率比率比率比率比率率 69696969696969.3.3.33.33％、％％％％ ３等等等等等米比率 1率 1率 1率 1率 1114.4.4.4.4.4.7％7％7％7％7％7％7％、規、規、規、規、 格格格格格
外比外比外比外比外比外比外比比外比率 0率 0率 0率 0率 0率 0率 0率 0率 0.4.4.4.444.. ％で％で％で％で％で％で％で％で％で％ででしたしたしたしたしたしたしたしたした。。。。。。。。。
格格格格格格格格格下げ下げ下げ下げ下げげ下げ下げ下げげげげ理由理由理由理由理由理由理由理由理由理由理由につにつにつにつにつにつにつにつについていていていていていていていててていい は、は、は、は、は、はは、は、はは、は、登熟登熟登熟登熟登熟登熟登登熟登熟期の期の期の期の期の期の期の期の期の期の期の期の高温高温高温高高温高温高温高温高高温高温障害障害障害障害障害障害障害障害障障害によによによによによによにによによよよより、り、り、り、り、り、りり、り、乳心乳心乳心乳心乳心心乳心乳心乳心乳心心心拍、拍、拍、拍、拍、拍、拍、拍、拍、拍、拍拍 充実充実充実充実充実充実充実充実充実実不足不足不足不足不足不足不足足不足足不不足と部と部と部と部と部と部と部と部と部と部と部分着分着分着分着分着分着分着分着着分着色粒色粒色粒色粒色粒色粒色粒色粒色粒色粒色粒色粒が格が格が格が格が格が格が格が格がが格下げ下げ下げ下げ下げ下げ下げ下下げ下げとととととととと

なりなりなりなりなりなりなりりなな ましましましましましましましまま たたた。た。た。た。たたたた

イクヒカリ出荷終了

産
農
家
の
方
々
か
ら
も

多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
６
月

か
ら
畜
産
振
興
会
の
会

長
で
あ
り
ま
す
東
桂
木

利
美
さ
ん
に
理
事
会
の

参
与
に
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
理
事
会
の

な
か
で
も
畜
産
農
家
の

声
を
届
け
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
地
域
農
業

協
同
組
合
で
す
の
で
、

地
域
の
農
業
振
興
の
た

め
、
可
能
な
限
り
農
家

の
方
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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　９月 15 日（金）、ＪＡ本所２階大ホールにて、ＪＡ肝

付吾平町畜産振興会総会が会員・関係者 50名出席のもと

開催されました。

　ＪＡ肝付吾平町畜産振興会は、現在会員数が 76名・会

長 東桂木 利美さんで活動を行っています。

　総会では、令和４年度事業報告並びに令和５年度事業

計画の説明があり、全議案原案どおり承認されました。

　また、総会終了後には鹿児島県肉用牛改良研究所　新

技術開発研究室　室長　磯部　知弘先生による「子牛生産における母牛の繁殖管理と対策に

ついて」の講演が行われ、参加者からは「親牛のミルクの量が足りないのですが」「子牛生産

性を高めるには」等、質疑応答にも積極的に意見が出て、「話す側」と「聞く側」が一体となり、

真剣な眼差しでうなずきながら聞き入った研修会でした。

　９月 29 日（金）～ 10 月２日（月）の４日間、巡回健康診断が実施され、約 320 名の方

が受診されました。巡回健康診断は「予約制」で実施され、密集を回避するだけでなく、短

時間で効率的に検査を行うことができ、受診がしやすくなりました。

　ＪＡでは、組合員・地域住民の皆さまの暮らしと健康を守るお手伝いをさせていただいて

います。

　今後も、巡回健康診断や人間ドックを受診され、病気の予防や早期発見、早期治療で健康

な毎日をお過ごしください。

　鹿児島県厚生連健康管理センターの人間ドックにつきましては、共済課までお気軽にお問

い合わせください。

問合先：　共済課　５８－６５３７ 年に１回は健康診断を受診しましょう！

　令和５年度産春かぼちゃは、生産者 15名・栽培面積 2.8ha で 12 月下旬頃よりハウス栽培

の定植が始まりました。順調に生育しているなか、遅霜や６月の梅雨の影響によりキズ果・

イボ果の心配をしましたが、生産者の努力により最小限の被害に留まり、良質のかぼちゃを

出荷することができましたが、ポリタフベルで保証単価を下回ったことから６名の生産者に

合計 443,884 円が、鹿屋市吾平町指定野菜価格安定基金協会より基金が交付されました。

　畠添会長は、「生産者が少しでも元気になり、かぼちゃ栽培に力を注いでほしい」とあいさ

つしました。

ＪＡ肝付吾平町畜産振興会総会

巡回健康診断実施

東桂木 利美会長 あいさつ
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　９月 24日（日）鹿屋市東地区学習センターにて、ＪＡ鹿児島きもつき・ＪＡ肝付吾平町２ＪＡ合同
主催のセカンドライフセミナーが開催され、参加者・関係者含め約 45名の方が参加されました。

　これから年金をもらう予定の全ての方を対象としたセミ
ナーで、特定労務士  飯伏先生による 「よく分かる年金につ
いて〝年金〞の疑問をスッキリ」と解説していただきました。
　その後に、厚生連 小迎保健師による「目指そう健康長寿」・
「ためになる〝健康〞づくり」について楽しく学びました。
　参加された方からは「年金の疑問がスッキリしました。」
「健康で長生きするために健康体操を実践したいと思いま
す。」と話していただきました。

セカンドライフセミナー

年金の疑問スッキリ

　お手元に年金請求の「緑の封筒」が届き、当ＪＡにて受給される予定のお客
様で、窓口に「緑の封筒」をご持参いただきますと、もれなく記念品をプレゼ
ントいたします。お気軽にお問い合わせください。
現在、年金を他行で受取りの方も手続きが変更できますので、お気軽に金融

課窓口までお越しください。
　問合先：金融課　５８－６５３８

年金の受取はＪＡ肝付吾平町で
緑の緑の緑の緑の緑緑緑 封筒封筒封筒封筒封筒封筒筒
見本見本見本見本見本見本見本見本見本見見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本見本本見見本本見見本見本見本見本見本見本見見見見見本見見見見見見見見本見見本見本見本見本本

９月 11日（月）、第 24回ＪＡ年金友の会グラウンドゴルフ大会が、吾平町多目的グラウンド場で開
催され、約 110 名の方が参加されました。
笹山 孝治会長は、「ＪＡが、年金友の会員に色々な企画を開催していただき、ありがとうございます。

私達会員は一人でも仲間を増やして、年金友の会員の輪を広げていきましょう。」とあいさつがありま
した。
当日は天候にも恵まれ、参加者の気分も快晴、ナイスプレーがあちこちで見受けられました。参加

者の皆さんは、日頃の練習の成果を発揮され、年金友の会員・当ＪＡの役職員との親睦交流が図られ
ました。
今回の結果を踏まえまして、中央町①チームと美里あいら①チームは、11月９日（木）に開催され

ます県大会に出場します。
◎成績は次のとおりです。

団体優勝　中央町①チーム
二　　位　美里あいら① チーム
三　　位　美里あいら② チーム

個人の部 優勝
男子の部　上之段　節雄　様
女性の部　上名主　ユミ　様

グラウンドゴルフ大会
第 24 回農協利用者年金友の第 24 回農協利用者年金友の会

団体優勝：中央町①チーム
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　2030 年の達成を目標に設定された「SDGs」。「SDGs」とは、Sustainable（サステイナブル）
Development（ディベロップメント）Goals（ゴールズ）の略で、日本語に翻訳すると「持続可能な開発目標」
です。これまでも広報誌において、ＪＡグループでは、SDGs の取り組みや趣旨を踏まえ、ＪＡグルー
プのすべての事業活動が、SDGs の目標達成に直接的に関与していると紹介してまいりました。今回は、目標達成に直接的に関与していると紹介し介介 てまいりました。今回
ＪＡが取り組む SDGs について紹介しします。
　SDGs の目標達成に向け、大きな存在感を放っているものがあります。それは「地産地消」です。地存在感を放っているものがありまままますすすすす。す それれれれれれは「地産地消」です。
産地消とは、地域で生産した農畜産物を、その地域で消費するといいいいいいうううものでででででですすすすす。す

　「地産地消」が SDGs に果たす大きな役割のひとつが、海洋資源や陸の資源の保が SDGs に果たす大きな役割の割のののののひとつがががががが、海洋資洋資洋資洋資洋資洋資源や陸の資源の
護です。地域で生産したものを地域で消費することは、食べ物の多くを海外からの生産したものを地域で消費す費す費す費す費す費することはははははは、食食食食食食べべべべべべ物の多の多の多の多の多の多くを海外から
輸入に頼っている日本にとっては、食料自給率の低下をおさえるとともに、過度のる日本にとっては、食料料料料料料自自自自給率のののの低低低低低低下をおをおをおをおをおをおさえるととととととともとと に、過度
生産を抑制できることから、資源を守る活動にもつながります。また、国外に目をることとととととからからからからからから、資、、 源を守る守る守る守る守る守る活動にもにもにもにもももつなななななながががががりが ます。また、た、た、た、た、た、国外に目
向けてみても、「輸出のための農地づくりによる森林伐採」や「海洋資源乱獲」の「輸輸輸輸輸出輸 のためのののののの農地地地地地地づづづづづくづ りによよよよよよる森林森林森林森林林林伐採」やややややや「海洋資資資資資資源乱源源源源源 獲」
抑制にも効果があああああああります。

　「地産地消」が果たすもうひとつの役の役の役の役の役の役割が、CCCCCCOOOOOO22ののののの削の 減でででででですすすすすす。地域地域地域地域地域地域で生産産産産産産したも
のを地域で消費することで、食べ物を国外から輸入する際の輸送に係るエネルギーを国外か外か外か外か外か外から輸ら輸ら輸ら輸ら輸ら輸入す入す入す入す入す入する際る際る際る際る際る際ののの輸送ににににに係る係る係る係るエエエネルギー
の削減、つまり、CO 2の排出を削減する効果があります。
　当ＪＡにおいても、地産地消をメインとした「美里吾平倶楽部」という、組合員
の皆さんで構成された部会があります。毎朝、収穫された新鮮な野菜などを、当Ｊ
ＡのＡコープはもちろん、鹿屋市内のスーパーなどに卸し、消費者の皆さまへ届け
ています。

　スーパーの野菜売場に立ち寄ると、「特売」と書かれ
た野菜に目が行ってしまいがちですが、たまには「地産
地消」コーナーにも目を向けて、持続可能な未来につい
て考える機会を作ってみてはいかがでしょうか？

ＪＡの「SDGs」 （持続可能な開発目標）

Ａコープ地産地消コーナー

　８月 20日（日）、吾平中学校付近の姶良川で、かのや市商工会・鹿屋市吾平総合支所・ＪＡ肝付吾
平町が協賛して、「美里あいら夏祭り花火大会２０２３」が開催されました。
　昨年、美里あいら夏祭り実行委員会は、コロナに負けるな、そして地域を元気にしようと夏祭りに
代わるイベントとして「美里あいら祈願花火 2022」が、無告知で開催されました。
　今年の花火大会は、3,000 発の花火が打ち上げられ、
暑い夏の夜に涼を求めて観客数 9,800 人が空いっぱい
大きく上がる花火に、一緒に見上げる人や名前も知ら
ないけれどそこにいる人達と共有して感動の連発。
　可憐な花火に満足したイベントとなりました。
　翌日は、地域貢献活動の一環として、当ＪＡの職員・
従業員等が花火大会の清掃活動に参加しました。

美里あいら夏祭り花火大会 2023
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　９月・10月はＪＡグループ鹿児島「秋の農作業安全月間」です。
　労働者だけでなく、事業主や役員、家族従事者も労災保険に加入することができます。

問合先：営農企画課へ　TEL58-5060

補
償
内
容
の
一
例

●農作業（仕事）によるケガや病気を病院等で治療する場合
→必要な治療が「治るまで」無料で受けられます。

療養（補償）
給付

● 農作業（仕事）によるケガや病気の治療のため労働することができない日が４日以
上となった場合→休業４日目以降、休業１日につき給付基礎日額の 80％が「休業
の状態が続く限り」（医師の証明が必要）支給されます。

休業（補償）
給付

● 農作業（仕事）によるケガが治った後に障害等級に該当する障害が残った場合
→障害の程度に応じた年金または一時金が支給されます。

障害（補償）
給付

万一に備えて労災保険に加入しましょう万一に備えて労災保険に加入しましょう
  ～ＪＡグループ鹿児島　秋の農作業安全月間～～ＪＡグループ鹿児島　秋の農作業安全月間～
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家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光家の光 １２１２１１１１２２１２２２１２２２２２１２２２２２２２１２２２２２２２２２２２１１２１２１１２２１１２２２１１２２１ 月号月号月号月号月号月号号月号月号号号号月月１２月号
購読申込受付中

　1,027円（税込) 

問合先 ： 企画管理課

　　　　 ５８－６５１１

第
十
回
理
事
会
（
八
月
二
十
八
日
）

① 

定
款
変
更
に
係
る
字
句
修
正
に
つ
い

て
②
高
額
貸
出
金
に
つ
い
て

第
十
一
回
理
事
会
（
九
月
十
一
日
）

①
出
資
口
数
の
減
口
に
つ
い
て

第
十
二
回
理
事
会
（
九
月
二
十
九
日
）

① 

令
和
５
年
度
上
半
期
資
産
自
己
査

定
結
果
に
つ
い
て

② 

令
和
５
年
度
上
半
期
決
算
に
つ
い
て

③ 

リ
ス
ク
評
価
書
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
④ 

長
期
滞
留
者
の
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て

⑤
高
額
貸
出
金
に
つ
い
て

⑥ 

営
農
継
続
支
援
対
策
要
領
（
案
）

の
策
定
に
つ
い
て

　

10
月
か
ら
入
組
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木浦　小百合
審査室長兼コンプラ
イアンス担当

新
入
職
員
紹
介

　笑顔の似合う私たちです。何でもご相談してください。
　一声添えた対応・笑顔で、信頼されるＪＡを目指して業務に取り組んでいます。
　皆様のご来店を心よりお待ちしています。

　私たちは、金融課の窓口レディです。
　忙しい毎日ですが笑顔と体力には自信がありますので、明るく・親切・丁寧な窓口対応で皆
様のご来店を最高の笑顔でお待ちしています。

窓口レディ紹介窓口レディ紹介

共済課

金融課

共共共共共共共共共共済共済課
美香寺寺寺園　美香

共済共共共共共共済済共済課
綾乃大久保　綾乃久久久久久久保保保保保 乃乃乃乃乃乃大久大大大大久大久大大久大久大大久大大大大大大大大久保　綾乃

共共共共共済共済済済共共共共共共共共済課
　命苫　莉々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々々命苫　莉々果

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金融課
り村村村村中村村中村中中村村中村中中中中中中中中中中中中村中村村中中村村 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかおおおりおおおおおおお中村　かおり

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金融課
萩原　恵

金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金融課
莉咲宮田　莉咲
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１１月～１２月の行事予定１１月～１２月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

11/1 2 3　文化の日 4
年金友の会員デー
（Ａコープ）
第２回オートパル
友の会ゴルフ大会

利用者感謝デー
（給油所）

5 6 7 8 9 10 11
年金友の会員デー
（Ａコープ）
県年金友の会グラ
ウンドゴルフ大会

利用者感謝デー
（給油所）

12 13 14 15 16 17 18
農業祭 年金友の会員デー

（Ａコープ）
利用者感謝デー
（給油所）

19 20 21 22 23　勤労感謝の日 24 25
【定休日】
第一給油所、オー
トパル、Ａコープ

ＪＡ杯グラウンド
ゴルフ大会

年金友の会員デー
（Ａコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

26 27 28 29 30 12/1 2
年金友の会員デー
（Ａコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

3 4 5 6 7 8 9
年金友の会員デー
（Ａコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

10 11 12 13 14 15 16
准組合員と語る会 年金友の会員デー

（Ａコープ）
利用者感謝デー
（給油所）

子牛せり市子牛せり市

オートパルファイナルフェアーオートパルファイナルフェアー

オートパルファイナルフェアーオートパルファイナルフェアー

朝
晩
涼
し
く
な
り
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

10
月
に
入
り
本
格
的
に
甘
藷
の
収
穫
、
な
す
・
ピ
ー
マ

ン
な
ど
の
施
設
野
菜
も
出
荷
が
始
ま
り
、
充
実
し
た
「
実

り
の
秋
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
72
回
鹿
児
島
県
畜
産

共
進
会
に
お
い
て
、
肝
属
代
表
と
し
て
出
場
し
た
永
山
祐

輔
さ
ん
所
有
の
す
ず
め
号
が
当
管
内
で
初
め
て
若
雌
１
区

で
最
優
秀
賞
第
１
席
・
九
州
農
政
局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
四
年
後
の
全
国
共
進
会
北
海
道
大
会
に
向
け
、
最
高

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
今
後
の
畜
産
振
興
に
も
大
き
な
弾
み

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
51
年
ぶ
り
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
燃

ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
熱
い
感
動
風
は
南
か
ら
」
も
鹿

屋
市
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
な
ど
が
開
催
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
県
民
に

勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
も
、
オ
ー
ト
パ
ル
友
の
会
や
年
金
友
の
会
、
Ｊ

Ａ
杯
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
12
日
（
日
）
に
は
４
年
ぶ
り
に
美
里
あ
い
ら
農
業

祭
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
吾
平
産
最
上
級
牛
肉
を

特
別
価
格
で
販
売
す
る
な
ど
「
食
欲
の
秋
」
を
体
感
で
き

る
催
し
を
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
と
な
り
、
朝
夕
肌
寒
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
体
調
管
理
に
は
充
分
留
意
さ
れ
、
農
作
業
等
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
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